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第五十三回体育祭

(療育センターにて）

第258号

千葉市身障者福祉会

発行広報委員会

責任者飛嶋信行

I

’
’

’
’

蓼
11 可

罰
一

’

ﾄｫ ‘、‘

窪
融
塞
識
僅
鶏

千
葉
市
身
体
障
害
者
福
祉
操
で
体
を
ほ
ぐ
し
、
競
技
が

会
の
「
第
五
十
三
回
体
育
祭
」

が
六
月
三
日
（
日
）
療
育
セ
ン

タ
ー
に
て
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

当
日
は
朝
か
ら
気
持
ち
の
良

い
晴
天
と
な
り
、
会
員
、
家

族
計
一
七
七
名
が
参
加
し
定

刻
の
十
時
に
開
会
さ
れ
ま
し

た
。

高
山
会
長
に
よ
る
主
催
者

挨
拶
に
続
き
、
ご
多
忙
中
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
千
葉
市
障

害
者
自
立
支
援
課
課
長
補
佐
、

山
内
優
様
。
千
葉
市
身
体
障

害
者
連
合
会
副
会
長
、
大
石

千
恵
様
。
千
葉
市
療
育
セ
ン

タ
ー
ふ
れ
あ
い
の
家
所
長
、

田
中
浩
一
様
。
福
祉
会
顧
問
、

三
瓶
輝
枝
様
。
美
浜
区
民
生

委
員
、
平
山
服
子
様
、
津
島

紀
美
子
様
、
馬
越
照
美
様
。

横
浜
市
身
体
障
害
者
団
体
連

合
会
、
富
永
直
美
様
。
を
お

迎
え
し
、
お
祝
い
の
言
葉
と

暖
か
い
励
ま
し
を
頂
き
ま
し

た
。

体
育
委
員
長
に
よ
る
競
技

場
の
注
意
が
あ
り
、
準
備
体

ス
タ
ー
ト
す
る
。

お
尻
で
風
船
を
割
る
「
け

つ
あ
つ
測
定
」
、
釣
竿
で
お

も
ち
ゃ
を
釣
り
上
げ
る
「
太

公
望
」
、
一
定
の
距
離
か
ら

輪
を
投
げ
杭
に
引
っ
か
け
る

「
輪
投
げ
」
、
り
ん
ご
を
板
の

上
に
乗
せ
転
が
さ
ず
運
ぶ

「
り
ん
ご
引
き
」
、
マ
ジ
ッ
ク

テ
ー
プ
の
つ
い
た
ピ
ン
ポ
ン

玉
を
得
点
の
表
示
さ
れ
た
板

に
向
か
っ
て
投
げ
る
「
ピ
ン

ポ
ン
ダ
ー
ッ
」
と
続
き
、
昼

食
後
は
「
ス
プ
ー
ン
競
技
」

「
パ
ン
喰
い
競
争
」
「
バ
ス
ケ

ッ
ト
ゲ
ー
ム
」
等
の
競
技
が

行
わ
れ
、
九
種
目
目
、
今
回

二
回
目
の
実
施
競
技
と
な
る

「
玉
入
れ
」
で
は
赤
、
黄
、
緑

の
三
チ
ー
ム
に
分
か
れ
参
加

者
は
去
年
同
様
夢
中
で
籠
に

ボ
ー
ル
を
投
げ
込
ん
で
い
ま

し
た
。
今
年
は
偶
然
に
も
黄
、

緑
チ
ー
ム
共
に
同
点
優
勝
と

言
う
大
変
珍
し
い
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
競
技
も
参
加
者

全
員
、
時
間
が
経
つ
の
も
忘

れ
、
競
争
に
熱
が
入
っ
て
い

ま
し
た
。

ま
た
会
員
、
ご
家
族
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
役
員
の
皆
様
の

ご
協
力
に
よ
り
無
事
終
了
し

ま
し
た
。

来
年
以
降
も
引
き
続
き
、

ご
協
力
頂
き
ま
す
様
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
参
加
い
た
だ
い
た

皆
様
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。
（
体
育
委
員
会
）
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「
第
一
回
評
議
員
会
」
開
催
さ
れ
る

千
葉
市
身
体
障
害
者
福
祉
会
の

平
成
三
十
年
度
、
事
業
計
画
、
予

算
を
決
定
す
る
「
評
議
員
会
」
が
去

る
五
月
二
十
日
（
日
）
午
前
九
時
半

。力

ら
、
千
葉
市
ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ

ザ
２
Ｆ
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

Ａ
１
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

議
長
選
出
ま
で
の
司
会
を
飛
嶋

理
事
が
担
当
、
小
嶋
副
会
長
の
「
開

会
の
こ
と
ば
」
に
引
き
続
き
高
山

会
長
よ
り
出
席
者
の
各
役
員
に
一

年
間
の
苦
労
に
対
し
て
感
謝
の
言

葉
と
、
今
後
も
福
祉
会
の
発
展
の

為
、
役
員
の
さ
ら
な
る
ご
協
力
が

要
請
さ
れ
ま
し
た
。

◆
議
長
に
砂
原
理
事

司
会
よ
り
、
評
議
員
総
会
の
「
議

長
選
出
」
の
提
案
が
あ
り
、
満
場

一
致
で
「
砂
原
氏
」
を
議
長
に
選
出

し
ま
し
た
。
「
皆
さ
ん
の
ご
協
力

に
よ
り
、
重
要
な
議
題
を
慎
重
に

審
議
し
て
頂
き
た
い
」
と
の
挨
拶

に
引
き
続
き
審
議
に
入
る
。

砂
原
議
長
よ
り
、
役
員
「
四
十

三
名
中
、
出
席
三
十
九
名
、
委
任

状
四
名
で
評
議
員
会
の
成
立
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

◆
事
業
報
告
・
事
業
計
画

高
山
会
長
よ
り
、
「
平
成
二
十

九
年
度
の
事
業
報
告
」
が
資
料
に

基
づ
き
説
明
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
引
き
続
き
「
平
成
三
十

年
度
の
事
業
計
画
案
」

提
案
、
説
明
さ
れ
た
。

も
同
様
に

今
後
も
役
員
が
一
致
協
力
し
て

い
く
事
を
確
認
、
提
案
通
り
可
決
、

成
立
致
し
ま
し
た
。

◆
会
計
報
告
・
予
算
案
承
認

小
倉
財
務
委
員
長
よ
り
平
成
二

十
九
年
度
の
事
業
に
対
す
る
「
一

般
会
計
の
収
支
報
告
」
が
、
項
目

毎
に
詳
し
く
説
明
さ
れ
た
。

「
平
成
三
十
年
度
の
予
算
案
」
に

つ
い
て
も
同
様
に
説
明
。

い
ず
れ
も
提
案
通
り
に
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

◆
会
計
・
監
査
報
告

十
川
監
事
に
よ
る
監
査
報
告
が

さ
れ
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

◆
年
会
費
変
わ
ら
ず

「
今
年
も
千
円
」

小
倉
財
務
委
員
長
よ
り
、
昨
年

に
引
き
続
き
、
大
幅
な
収
入
減
、

寄
付
金
の
減
少
と
厳
し
い
中
、
各

委
員
長
の
頑
張
り
で
今
年
も
「
一

世
帯
千
円
」
の
提
案
が
あ
り
協
議
、

提
案
通
り
に
決
定
し
ま
し
た
。

地
区
役
員
が
近
日
中
に
集
金
に

伺
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

◆
役
員
の
変
更

評
議
員
会
に
お
い
て
役
員
の
改

選
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

江
野
澤
清
孝
様
、
副
会
長
退
任
（
逝

去
）
永
田
恒
夫
様
、
評
議
員
退
任
（
逝

去
）
木
村
ユ
ミ
子
様
、
理
事
に
就
任

（
稲
毛
区
）
片
岡
山
訓
様
、
理
事
に

就
任
（
稲
毛
区
）
平
本
広
志
様
、
理

事
に
就
任
（
中
央
区
）
海
老
原
雄
二

様
、
評
議
員
に
就
任
（
若
葉
区
）
松

本
弘
美
様
、
評
議
員
に
就
任
（
緑
区
）

◆
干
葉
市
身
体
障
害
者
福
祉
会

担
当
役
員
名
簿
（
敬
称
略
）

会
長
需
菫
臺
差
高
山
功
一

副
会
長
葎
裏
臺
差
小
嶋
勇
明

副
会
長
露
菫
臺
善
小
倉
春
夫

組
織
委
員
長
烏
井
章

旅
行
委
員
長
砂
原
時
男

広
報
委
員
長
飛
嶋
信
行

結
婚
相
談
員
宮
武
陽
子

監
査
中
村
徹

十
川
政
枝

（
広
報
委
員
会
）

第
七
十
四
回
「
ふ
れ
あ
い
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」

千
葉
市
身
体
障
害
者
福
祉
会
の
「
第
七
十
四

回
ふ
れ
あ
い
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」
は
平
成
三
十

年
九
月
十
六
日
日
鎌
取
駅
前
の
イ
オ
ン
五
階
ラ

ク
ゾ
ー
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

集
合
時
間
は
九
時
三
十
分
で
す
。

ゲ
ー
ム
参
加
費
は
一
人
五
○
○
円
、
貸
靴
は

三
七
○
円
と
な
り
ま
す
。

貸
靴
希
望
の
方
は
、
一
緒
に
靴
の
サ
イ
ズ
も

申
告
お
願
い
し
ま
す
。

申
し
込
み
締
切
は
八
月
三
十
日
㈱
ま
で
、
地

区
役
員
に
申
し
込
み
下
さ
い
。

大
勢
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
体
育
委
員
会
）

第
一
一
十

品
展
出
展
に
つ
い
て

今
年
度
も
二
十
四
回
目
と
な
る
千
葉
市
障
害

者
作
品
展
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

出
品
さ
れ
る
予
定
の
方
は
出
品
票
を
八
月
二

十
五
日
燭
ま
で
に
千
葉
市
身
体
障
害
者
連
合
会

に
提
出
お
願
い
し
ま
す
。

・
開
催
期
間
叩
平
成
三
十
年
十
月
三
㈱
～
五
日
囹

・
出
品
対
象
者
叩
千
葉
市
在
住
で
身
体
障
害
者

手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
の
い
ず
れ
か
を
所
持
し
、
そ
の
作
品
制

作
を
職
業
と
し
な
い
者

・
出
品
内
容
叩
書
道
・
絵
画
・
写
真
・
彫
刻
・
和
裁
．

洋
裁
・
編
物
・
刺
繍
・
陶
芸
・
手
工
芸

干
葉
市
身
体
障
害
者
連
合
会

Ｔ
ｅ
ｌ
２
Ｏ
９
ｌ
３
２
８
１
Ｆ
Ａ
琴
２
０
９
１
３
２
８
２

（
体
育
委
員
会
）
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在
宅
の
重
度
肢
体
障

害
者
（
一
・
二
級
）
を
対

象
に
し
た
今
年
度
の

「
日
帰
り
慰
安
旅
行
」
は

九
月
十
一
日
㈹
千
葉
県

の
「
み
な
と
オ
ア
シ
ス

渚
の
駅
た
て
や
ま
」
に

決
定
し
ま
し
た
。
魚
博

士
で
有
名
な
さ
か
な
く

ん
ギ
ャ
ラ
リ
ー
も
あ
る

そ
う
で
す
。

食
事
は
「
漁
師
料
理

た
て
や
ま
」
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

「
た
い
よ
う
号
」
の
出

発
時
間
は
、
市
役
所
九

時
十
五
分
発
。
市
役
所

帰
着
は
十
六
時
の
予
定

で
す
。申

し
込
み
は
七
月
二

十
五
日
㈱
迄
に
、
理
事

単
位
で
砂
原
旅
行
委
員

長
へ
。申

し
込
み
多
数
の
場

合
は
七
月
三
十
一
日
側

の
総
務
委
員
会
で
決
定

し
ま
す
。

参
加
者
は
障
害
者
手

帳
持
参
の
上
参
加
お
願

い
し
ま
す
。（

旅
行
委
員
長
）

重
度
肢
体
障
害
者

日
帰
り
慰
安
旅
行

第
六
十
三
回

日
本
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
参
加

日
本
身
体
障
害
者

福
祉
大
会
が
六
月
十

四
日
附
に
群
馬
高
崎

ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

伴
い
千
葉
市
身
体

障
害
者
福
祉
会
で

も
、
一
泊
の
旅
行
も
兼
ね
て
総
勢

二
十
六
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
福

祉
大
会
前
日
に
千
葉
市
役
所
を
出

発
。
途
中
三
好
Ｐ
Ａ
で
休
憩
を
と

り
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
パ
ー
ク
、
富
岡

製
糸
場
を
観
光
し
、
群
馬
県
高
崎

市
ホ
テ
ル
一
三
－
サ
ン
ピ
ア
に
一

泊
し
ま
し
た
。
翌
日
、
福
祉
大
会

会
場
で
あ
る
高
崎
ア
リ
ー
ナ
へ
移

動
、
ぐ
ん
ま
大
会
へ
参
加
し
ま
し

た
。
大
会
で
は
当
会
員
、
江
口
巌

理
事
が
日
身
連
会
長
表
彰
を
全
国

五
十
五
名
の
仲
間
と
受
賞
し
ま
し

た
。
連
日
共
に
梅
雨
の
季
節
の
中
、

両
日
共
に
好
天
に

恵
ま
れ
、
二
日
間
気

持
ち
の
良
い
旅
と

な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
日
身
連
会
長
表

彰
を
受
賞
さ
れ
た

江
口
巌
理
事
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
広
報
委
員
会
）

「
干
葉
市
身
体
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
終
わ
る

福
井
県
で
十
月
に
開
催
さ

れ
る
「
第
十
八
回
全
国
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
の
千
葉
市
の

代
表
を
選
考
す
る
「
ス
ポ
ー

ツ
大
会
」
が
五
月
十
三
日
日
青

葉
の
森
陸
上
競
技
場
を
メ
イ

ン
会
場
と
し
、
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
（
フ
ラ
イ
ン
グ

デ
ィ
ス
ク
競
技
は
五
月
十
六

日
㈱
実
施
）

こ
の
大
会
は
第
二
十
七
回

千
葉
市
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
と
第
二
十
五
回
千
葉

市
ゆ
う
あ
い
ビ
ッ
ク
と
し
て

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
体
力

の
維
持
、
増
進
を
図
る
と
共

に
、
市
民
の
身
体
障
害
者
に

対
す
る
関
心
と
「
深
い
理
解
」

を
高
め
る
事
を
目
的
と
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
会
か
ら
は
二
十
名
が
参

加
、
そ
れ
ぞ
れ
の
競
技
に
日

Lと_-~－‘音~一－号 f ｰ 一､ ’一－二」

頃
の
練
習

の
成
果
を

発
揮
し
て

真
剣
に
競

技
し
、
無

事
終
了
し

ま
し
た
。

土
。
今
云
の

参
加
者
の

一－

一
一 －

一 ＝

一
■
■
■
■
■
■
■
■
■

t面舵

薗
劇

ｌ
岬
い
Ｉ
画
Ｕ
、

画
■
墨
窄
訓
珊
削
剛
皿

’
一
Ⅱ

メ
ダ
ル
獲
得
数
は
、
金
十
二

個
、
銀
十
個
、
銅
四
個
で
し
た
。

大
会
当
日
は
早
朝
よ
り
こ

の
大
会
の
為
に
従
事
さ
れ
、

ご
指
導
下
さ
い
ま
し
た
大
会

関
係
者
の
皆
様
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
様
に
感
謝
し
、
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
依
昔
委
員
会
）

「
タ
ク
シ
ー
券
・
ガ
ソ
リ

ン
券
」
受
給
者
の
皆
様
へ

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
（
夕

ク
シ
ー
券
）
と
自
動
車
燃
料
券

（
ガ
ソ
リ
ン
券
）
の
使
用
期
間
に

つ
い
て
、
平
成
二
十
九
年
八

月
か
ら
制
度
変
更
に
伴
い
使

用
期
間
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

・
変
更
前
恥
四
月
一
日
～
翌

年
三
月
三
十
一
日
の
一
年
間

・
変
更
後
叩
八
月
一
日
～
翌

年
七
月
三
十
一
日
の
一
年
間

お
手
元
に
あ
る
「
２
９
」

「
平
成
訓
年
７
月
別
日
ま
で
有

効
」
と
記
載
さ
れ
た
利
用
券
と

燃
料
券
は
、
記
載
通
り
平
成

三
十
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

が
使
用
期
限
と
な
り
ま
す
の

で
、
計
画
的
に
使
用
す
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

次
回
の
配
布
予
定
は
平
成

三
十
年
七
月
末
に
配
布
予
定

で
す
。
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障害者福祉センター｢サマーフエステイバル｣開催
本年も｢サマーフェスティバル」をハーモニープラザで開催いたします6

「見る」ではハーモニーシアター(親子de学ぼう1防災シアター)、ハーモニー
ステージ他。「買う」ではあめ細工実演販売、古本大販売会他。「体験する」で
はザリガニつり、スイカ割り、スポーツ交流(フライングディスク、グラウンドゴ
ルフ)、スタンプラリー等。「食べる」ではキッチンカー販売、からあけ：やきそば、
フランクフルト販売、ポップコーン販売等。「その他」では大抽選会、健康相談
コーナーを実施いたしますbみなさまのお越しを心よりお待ち致します6

･日時＝七月二十二日（日）十時～十五時
･問合せ先＝千葉市障害者福祉センターTel:043-209-8779

URL:http//www.chp.or.jp/index.html
●●●□●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●□●■●●●■●●●●●■●●●■●●●●●●□●●●●●●●●□●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●■●●●●●●●
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1

千葉身障平成30年7月1日 第258号（4）

～新入会員のお知らせ～ ☆皆様仲良くしてね☆

福祉会は発足六十七周年を迎えました。更に発展するように、会員募集中です。
知り合いの方や､お近くで身体障害者手帳をお持ちの方を地区役員に紹介ください｡。（組織委員会）

氏名 住
』

所 呵 1 1 電話番号
小川英文 千葉市若葉区都賀1－19－9 090-7210-7204

西口久美子 千葉市中央区蘇我1-34-14 043-261-2887

杉山春代 千葉市若葉区原町926-1クオーレ若葉106号 070－4416－1303

細川 浩 千葉市中央区亥鼻2－23-8 caStilloいのはな106 080－2873－3401

滝口えみ子 千葉市緑区誉田町3-73-26 043-292-1628

高
浜
の
療
育
セ
ン
タ
ー
三

階
に
て
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
サ

ー
ク
ル
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
和
気
あ
い
あ

い
と
の
ん
び
り
プ
レ
イ
し
て

い
ま
す
。

初
心
者
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま

で
ど
な
た
で
も
参
加
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
募

集
も
行
っ
て
い
ま
す
。

開
催
日
叩
第
一
、
第
三
火
曜
日

午
後
一
時
～
四
時
頃
迄

代
表
者
叩
佐
川
京
子

Ｔ
ｅ
’
二
一
七
八
’
四
五
一
○

高
浜
の
療
育
セ
ン
タ
ー
三

階
に
て
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス

ク
の
サ
ー
ク
ル
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
楽
し
く
プ
レ
イ

し
て
い
ま
す
。

初
心
者
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま

で
ど
な
た
で
も
参
加
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
募

集
も
行
っ
て
い
ま
す
。

開
催
日
諏
第
二
、
第
四
木
曜
日

午
後
一
時
～
四
時
頃
迄

代
表
者
叩
佐
川
京
子

Ｔ
ｅ
’
二
一
七
八
’
四
五
一
○

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
参
加
者
募
集

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
参
加
者
募
集

高
浜
の
療
育
セ
ン
タ
ー
三
階

に
て
ボ
ッ
チ
ャ
の
サ
ー
ク
ル
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
楽
し
く
プ
レ
イ
し
て
い
ま
す
。

初
心
者
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で

ど
な
た
で
も
参
加
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

の
募
集
も
行
っ
て
い
ま
す
。

開
催
日
唖
第
一
、
第
三
水
曜
日

午
後
一
時
～
四
時
頃
迄

代
表
者
卵
小
野
昭
光

Ｔ
ｅ
ｌ
唾
○
九
○
’
’
○
四
四
’
○
’
七
一
一

ふ
れ
あ
い
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ

－
ム
で
は
一
緒
に
プ
レ
イ
し
て

く
れ
る
方
を
募
集
中
で
す
。
４

月
～
皿
月
頃
迄
、
毎
週
日
曜
午

前
中
に
千
城
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
初

心
者
の
方
も
大

歓
迎
で
す
。
皆

さ
ん
で
楽
し
く

ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

盃
司

繭

詳
細
は
広
報
委

員
会
へ
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

ボ
ツ
チ
ヤ
サ
ー
ク
ル
参
加
者
募
集

ふ
れ
あ
い
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

参
加
者
募
集

あ
な
た
の
記
事
、

作
品
も
掲
載
し
ま
せ
ん
か
？

広
報
委
員
会
で
は
、
会
員
皆

様
か
ら
掲
載
記
事
を
募
集
し
ま

す
。
「
ぜ
ひ
千
葉
身
障
に
掲
載

し
た
い
！
」
「
こ
ん
な
活
動
し

て
ま
す
！
」
「
み
ん
な
に
知
っ

て
貰
い
た
い
！
」
「
活
動
メ
ン

バ
ー
募
集
し
ま
す
！
」
等
広
い

範
囲
で
募
集
し
ま
す
。

又
、
活
動
以
外
で
も
個
人
的

な
作
品
、
例
え
ば
手
工
芸
、
習

字
、
写
真
等
々
、
自
分
の
成
果

を
み
ん
な
に
知
っ
て
も
ら
い
た

い
方
な
ど
、
ほ
ぼ
ジ
ャ
ン
ル
は

問
い
ま
せ
ん
の
で
、
是
非
掲
載

し
て
ほ
し
い
方
が
い
ら
っ
し
や

っ
た
ら
連
絡
を
下
さ
い
。

紙
面
の
都
合
上
、
必
ず
掲
載

出
来
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

「
や
っ
て
み
た
い
！
」
と
い
う
方

は
広
報
委
員
会
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も

ご
覧
に
な
れ
ま
す

千
葉
市
身
体
障
害
者
福
祉
会

が
発
行
す
る
本
誌
「
千
葉
身
障
」

は
千
葉
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
閲
覧
が
出
来
ま
す
。

「
千
葉
市
身
体
障
害
者
福
祉
会
」

と
検
索
し
て
も
ら
え
る
と
直
ぐ

に
閲
覧
出
来
ま
す
。
是
非
ご
利

用
下
さ
い
。

千
葉
身
障
に
関
す
る
ご
意
見
、

ご
要
望
、
問
合
わ
せ
は
以
下
に

お
願
い
し
ま
す
○

画
○
四
三
’
二
○
九
’
三
二
八
一

吋
○
四
一
一
Ｔ
二
○
九
’
三
一
八
一
一

有お鎌青大大小醍荒林高永烏川松長畑田田十永野
難礼毎本木堀橋野醐川山島井村岡谷中島中川井田
うを回 と 多川

、
永
田

平
成
三
十

友
子
様
（
中
央
区
）

政
枝
様
（
中
央
区
）

政
枝
様
（
中
央
区
）

義
雄
様
（
中
央
区
）

敏
子
様
（
中
央
区
）

晶
子
様
（
中
央
区
）

容
子
様
（
中
央
区
）

喜
子
様
（
中
央
区
）

久
子
様
（
花
見
川
区
）

章
様
（
花
見
川
区
）

安
子
様
（
緑
区
）

君
代
様
（
緑
区
）

み
子
様
（
緑
区
）

信
輝
様
（
美
浜
区
）

正
子
様
（
美
浜
区
）

昭
光
様
（
美
浜
区
）

和
子
様
（
美
浜
区
）

シ
ン
様
（
美
浜
区
）

秀
樹
様
（
美
浜
区
）

ア
キ
様
（
若
葉
区
）

の
ご
協
力
に
感
謝
し

申
し
上
げ
ま
す
。

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
財
務
委
員
会
）
小
倉

棺
』
里
錘
様
念
叩
毛
区
）

年
三
月
二
十
三
日
（
八
十
五
歳
）

苛
利
却
帥
一
辛
寺
彦
樺
員
薪
佃
毛
区
）

平
成
三
十
年
四
月
二
十
五
日
（
七
十
三
歳
）

江
巨
仇
圭
莪
儘
吋
繕
い
雰
石
笹
不
区
）

平
成
三
十
年
五
月
十
五
日
（
八
十
一
歳
）

渡
嬬
帥
李
誠
朧
砂
雰
石
笹
木
区
）

平
成
三
十
年
六
月
十
日
（
八
十
一
歳
）

ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

（
組
織
委
員
会
）
烏
井

計
報
四
件

閉
兵
に王


